
財務概況

　このセクション（財務概況）における業績は、2008年3月期の数値を示しており、比較は、2007年3月期と行っています。

　当社は次の会計方針および事業区分の変更を行っています。

■ 2005年3月期より、半導体製造装置およびFPD製造装置の収益の計上基準ょ翆 案 の芽瓪基準涯昇 、 翆 として最置 基準伍変藤

い
めしましめ

。この変更に い 、

2005年3

月期ｉ案 のЙ弥に 帒売上高は

80,956百万円、営業利益は20,541百万円、税金等

調整前当期純利益は20,563百万円減少しております。
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BRICsを中心とする新興経済圏の需要拡大効果もあり、PC、携帯電話など

のモバイル・通信機器、デジタル家電の出荷が引き続き拡大しましたが、期の後半には成長率の鈍化が見られました。当社の業績に直

接影響のある設備投資の状況としては、半導体設備投資は前半活況を呈したものの後半減速に向かい、液晶パネル設備投資は期を帖 づ 環安とときまた。





その他収益（費用）および当期純利益　当期は、2001年2月に取得した100%子会社



　売上を地域別に見ると、台湾向けの売上が前期比79.8%増加と著しく伸び、日本向けも9.2%増加と高い伸びを示しました。米国向

けは2.9%増加、欧州向け23.0%減少、韓国向け31.0%減少、中国向け0.7%増加、東南アジア向け13.7%減少でした。

　製品群では、ウ瀬



　当事業の重点戦略マーケットは産業機器分野です。カスタムICやアナログICなどの高付加価値デバイスの販売に注力するとともに、厭にににににににトトにトににォト鎍ににトに
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財政状態およびキャッシュ・フロ
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337億円減少したことによるもので

す。

　有形固定資産は、新規取得分が227億円ありましたが、生産子会社である東京エレクトロン九州（株）熊本事業所侮 環 ああ が 7 �z�U27 �° n	D	p�€ �€:° �° �° �U
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